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【要旨】  
日本における旅行者の数が増加するなか、旅行者の旅先での消費活動のなかで土産物にかける消

費の割合が高くなっている。現在の旅行先において土産物の重要性は高まり、土産の各地域におけ

る独自性が求められるようになってきた。2003 年に世界文化遺産登録された熊野古道の周辺地域の

土産店で、熊野地域における土産品の特徴の調査を実施した結果、熊野における土産物は地域の自

然によって作られる梅やみかん、それらの加工品、海産物などが存在した。伝統的な菓子の那智黒

があり、熊野の土産物を土産物のキーポイントの｢地域のオリジナリティ｣と｢地域の日常的な支持｣

に照らし合わせた結果、熊野周辺地域の土産品はユニークな地域性があることがわかった。 
 
 
キーワード：土産、レール物、地域のオリジナリティ、地域の日常的な支持、地域資源 
 
 
1. はじめに 
 
現代の観光において土産の重要性は高くな

っている。国土交通省がまとめた平成 18 年度

版『観光白書』の｢わが国における旅行消費者

推計結果｣によると、平成 16 年度の国内旅行

消費額は 22 兆 8790 億円であり、国内旅行の

消費額のうち、宿泊など旅行中の支出が 18
兆 9700 億円(83 %)であり、旅行中の支出の一

つである｢土産代･買い物代｣が 3 兆 1510 億円

と旅行中支出の 17％を占めている。平成 3 年

夏に観光、帰省目的で旅行した人々のうち、

土産物を購入した人は 80％強にも上ってい

る(羽田 1999)。観光に行った人のほとんどは、

旅行先で地域の土産を買い、旅行の支出にお

ける土産代が大きな比重を占めていることが

分かる。土産物は、観光行動のうえで単に買

われるだけでなく、土産物を買うこと自体が

観光の魅力や目的となっており、観光におけ

る土産物の購買行動は重要な位置づけとなっ

ている(西村 2000)。 
旅行者は、どういった土産物を求めている

のだろうか。常松(2005)は首都圏在住の 20～
40 代の働く女性を対象としたアンケートの

中で、もらってうれしいお土産とうれしくな

いお土産についての調査をしている。もらっ

てうれしいお土産はおいしい食べ物、食品、

菓子といった食べ物を支持する人が 82％に

も上っていることから、食べ物の土産品の重

要性が高いと考えられる。 
多くの観光地では、多様な土産を目にする。

中身が類似していても、パッケージを変えた

り、地名を変えたりして売られている土産物

がある。類似の土産品の氾濫には、特定の土

産品をまったく同じ形で売ろうとすると、別

の観光地において土産になりえず、販売する

地域が限定され、それに応じる形で製造業の

規模も限定される(横田 2007)。その規模を確
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保するためのひとつの方法が、よく似た商品

をパッケージだけ変えたり、地名だけ変えた

りして複数の観光地に導入されているという。

このような類似の土産品は｢レール物｣とされ

ている。現代の観光客はこういった｢レール

物｣という地域性の希薄な土産物よりも、その

地域でしか手に入らないようなもの、その地

域の文化や特性を表した土産物を求める傾向

にあるという。つまり土産品の需要が高まる

なかで、地域性の希薄な｢レール物｣よりも、

特異性のある土産物が必要とされている。ま

た地域性にあふれた土産物は、その地域のよ

さを伝える役割もあるとされている。 
観光地においてどういった土産物があるの

かを調査し、その地域性について考えること

は、地域における土産のあり方、地域の独自

性について考える上で重要である。土産は経

済効果をもたらすだけでなく、文化を創出す

る可能性も考えられる。同じ土産でも｢土産

話｣といった無形物も土産物と同様に地域の

良さを伝える役割があるとされる。 
小倉(2008)は熊本県南小国町にある黒川温

泉の地域活性化の成功例を紹介している。黒

川温泉はかつて活気を失った温泉地域であっ

たが、地域特産の小国スギの間伐材を利用し

た入湯手形や旅館全体の雰囲気を田舎の良さ

などの地域資源を活かしたことで、黒川温泉

の独自のブランドを形成し、成功に至ったと

いう。｢地域資源｣とは、農産物や公共施設、

観光施設まで可視化できるものから、気候風

土や自然･景観、歴史遺産まで可視化できない

ものまで、かなり広範囲に位置づけられてい

るものとされている。 
これまでも土産についての研究はされてき

たが、ある特定の地域を対象とした研究は多

くなされていない。本論文では世界遺産の登

録地域である熊野古道周辺の土産物について、

とくに食べ物を中心とした土産物について調

査を試み、その地域性、地域アピールの可能

性について述べていく。熊野古道周辺地域で

も土産物だけでなく、土産話の元になるよう

な｢地域資源｣が存在するかを考え、熊野古道

の周辺地域での土産話の地域性についても言

及する。 

2. 調査地概要 
 

 紀伊山地の霊場と参詣道として 2003 年に

世界遺産に登録された熊野古道は、三重県と

和歌山県、奈良県の三県にまたがって存在し

ている。熊野古道は大きく分けて六つの道か

らなる。伊勢神宮から熊野速玉大社まで続く

伊勢路があり、熊野本宮大社から桜の名所と

知られる吉野へと続く大峯道、同じく本宮大

社から高野山へと続く小辺路、和歌山県の田

辺市へと続く中辺路がある。紀伊半島の南端

をとおる大辺路、大辺路から続いて大阪まで

続く紀伊路の六つである。 
 熊野三山に数えられる熊野本宮大社、那智

大社と速玉大社はいずれも世界遺産登録され

ている。また日本最古の温泉とされる世界遺

産にも登録された温泉｢つぼ湯｣がある湯ノ峰

温泉も存在する。湯ノ峰温泉は熊野本宮大社

の湯垢離場として知られている。湯ノ峰温泉

は天然記念物であるユノミネシダの自生地で

もある。かつて熊野詣でにぎわった頃、実際

に参詣道として利用されていた大日峠、大門

坂が存在する(図 1、図 2)。大日峠は熊野本宮

大社と湯ノ峰温泉をつなぐ古道のひとつであ

る。道中には祠や地蔵など歴史を感じさせる

建造物が並ぶ。大日峠は那智大社へと続く古

道である。大門坂は世界遺産に登録されてい

る古道のひとつである。入り口には樹齢 800
年を超える｢夫婦杉｣が存在する。 
 
 
3. 調査方法 
 
 本研究では熊野大社及び那智大社周辺の土

産店、湯ノ峰温泉、大日峠、大門坂で調査を

実施した。 
 熊野周辺地域の土産店を見てまわり、売ら

れている土産品の種類を調査した。また熊野

古道が世界遺産に登録される前後において、

土産品の種類の変化や新商品の進出、パッケ

ージの変化がみられたか店員に聞き取りを実

施した。湯ノ峰温泉では、他の地域の温泉と

異なる特異性が存在するのかを聞き取りによ

って調査した。大門坂では、実際に古道を歩
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図 1 調査地 和歌山県 熊野本宮大社、湯ノ峰温泉、大日峠  

(2 万 5 千分の 1 地形図『本宮』より作成) 
 

 
図 2  調査地 和歌山県 熊野那智大社、大門坂  

(2 万 5 千分の 1 地形図『新宮』より作成) 

き、世界遺産である熊野古道の特徴、歴史的

な建造物の所在を調査した。熊野古道を訪れ

た観光客に対して、居住地、熊野古道を訪れ

た回数、熊野古道の印象について聞き取り調

査を実施した。 
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4. 熊野の土産物の種類について 
 
 熊野地域の土産物の種類について検討して

ていこう。今回の土産物の調査では、食品に

関するものを調査の対象とした。調査した土

産店は 7 店舗で実施した。置かれている土産

物は大きく分けて、｢梅干｣、｢海産物類｣、｢菓

子類｣である。 
 
4-1. 梅干 
 南高梅の産地として有名なため、店には梅

干が多く並べられていた。国産で南紀州産の

梅であり、その販売元をみると田辺市、和歌

山市、那智勝浦町、西牟婁郡白浜町の会社で

あった。 
 
4-2. 海産物類 
 漁業で有名な那智勝浦が近隣にあり、まぐ

ろの角煮、まぐろのとろ煮、まぐろのふりか

け商品が並べられていた。他には捕鯨で有名

な太地町の影響もあり鯨を利用した商品が存

在した。ほかの商品にはあさり、はまぐりの

煮物などの多くの海産加工品が並べられてい

た。その製造元のほとんどが那智勝浦町の会

社であった。 
 
4-3. 菓子類 
 那智黒や紀州銘菓とされる黒胡麻煎餅、生

姜煎餅が並べられ、紀州の海産物を利用した

海鮮煎餅、熊野の古代米を利用した古代米煎

餅などが目立った。ほかには和歌山県の特産

物であるみかんを利用したクッキーやまんじ

ゅう、団子、紀州の特産物である梅を利用し

た豆菓子、チョコレート、ゆずを利用した最

中など地元の特産物を利用した商品が見られ

た。しかし、普通のカスタードケーキやクッ

キーのパッケージに｢世界遺産登録｣と表示さ

れている商品があった。いわゆる｢レール物｣

の土産物である。地元の特産物を利用して、

工夫を凝らした土産物よりも、どの地域でも

あるような土産物のパッケージの方に｢世界

遺産登録｣、｢熊野古道｣といった文字が多く印

刷されていた。 

 2 店の店員に世界登録前後で土産物の種類

の変化を尋ねたところ、とくに大きな変化は

なく、新たな土産物が出てきたということも

あまり見られないという。しかし、世界遺産

の登録の前後でパッケージが変わったものが

あるという。つまり土産店の「世界遺産登録」、

｢世界遺産熊野古道｣といった文字をパッケー

ジに印刷し、｢レール物｣として売られるよう

になっている。店員の話によると、和歌山･

三重・奈良の教育委員会の許可を得ないと使

用できない｢紀伊山地と霊場と参詣道｣のシン

ボルマークとは異なり、パッケージに｢世界遺

産登録｣や｢熊野古道｣と表示するのは、とくに

制限はないという。 
 
4-4. その他の土産物 
 その他の土産物には、和歌山県産のゆずを

利用したゆずジャムやゆず塩、ゆず酢、和歌

山県産の梅を利用した梅ジャム、梅塩、梅を

練りこんだそばやうどん、そうめんのほかに、

鮎味噌といった他の地域ではあまり見られな

いような土産物が存在した。 
 
 
5. 土産話について 
 
土産話の素材となるのは旅行先での貴重な

体験である。世界遺産の熊野古道には、いっ

たいどんな魅力があり、どういった体験がで

きるかを考えていこう。観光客へ聞き取りか

ら、土産話の素材になるような熊野の特徴、

地域資源の存在を見ていくことにする。 
 

5-1. 観光客への聞き取り 
熊野に訪れている観光客に対して、熊野

古道に訪れてどのような場所を訪れたか、ま

たどのような印象を受けたかを聞き取りを実

施した。結果から、熊野が他の観光地とどの

ような違いがあるのかを検証する。今回の聞

き取り調査では、21 人(8 組)に聞き取りを実

施した (表 1)。 
調査した人のなかには、熊野古道を初め

て訪れる人が 15 名、二度以上訪れている人が
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6 人であった。13 名の人が関西地方から訪れ

ていて、とくに大阪から訪れている人が 12
名と一番多かった。他県からは愛知県、広島

県、関東からは埼玉県から来ている人がいた。

熊野古道に複数回訪れている人達に再訪した

理由を聞き取ったところ、最初に熊野を訪れ

た際に熊野の魅力を感じ、再訪したというこ

とであった。熊野の魅力を聞いたところ、自

然に囲まれた熊野古道を歩くことによって、

気持ちが癒されるという人や那智の滝が良い

という人、熊野三山といった文化的に貴重な

ものを目にできるのが良いという人がいた。

初めて熊野を訪れた人に対して訪れた理由を

聞き取ったところ、熊野の自然や歴史、文化

に触れ合いたいといった人が多かった。聞き

取りをした人の中には今まで訪れた観光地の

中でも熊野が一番良かった、貴重な体験をし

ていい話ができると喜んでいる人もいた。 
 
5-2. 観光客の訪れた場所 
熊野を代表し世界遺産に登録されている熊

野三山は、歴史や文化を有する貴重な寺社で

ある。聞き取りを実施した多くの観光客が訪

れていた。熊野古道もかつての熊野三山への

参詣道として利用されて、自らの足で自然の

中で貴重な歴史に触れる体験ができる。熊野

古道のひとつである熊野本宮大社から湯ノ峰

温泉へと続く大日峠のルートの道中には、地

蔵や祠などがあり、歩きながら歴史を感じる

ことができる。那智大社へと続く坂道の大門

坂には樹齢約 800 年の夫婦杉や関所跡があり、

こちらでも歴史を感じることができた(写真

1)。大門坂は平安時代の衣装を借りて歩く体

験ができる。 
観光客が訪れた場所に、本宮大社の湯垢離場

である湯ノ峰温泉がある。熊野詣が盛んなこ

ろには本宮大社への参拝者は宿坊に一泊し、

身を清めていった。湯ノ峰温泉には｢つぼ湯｣

が存在し、世界遺産登録された世界初の温泉

浴場とされている(写真 2)。つぼ湯は湯の色が

日に七色に変化するといわれている。湯ノ峰

温泉は四世紀ごろに成務天皇によって開湯さ

れたとされる日本最古の温泉ということもあ

り、風情を感じる温泉である。熊野では熊野

三山である本宮大社、那智大社、速玉大社で

は文化的に貴重な寺社への参拝、古道では歴

史ある参詣道を歩くことが体験できる。また

湯ノ峰温泉でも日本最古の温泉風情を体験で

きるなど、他の地域では経験できない独自の

体験ができる。 
 
 

 性別 年代 聞き取り場所 出身 形式 回数 観光した場所及び観光予定地

Ａ 男性 30 代 大日峠 埼玉 個人 1 回 熊野三山、湯ノ峯温泉 

Ｂ 男性 60 代 湯ノ峯温泉 愛知 ツアー 2 回 熊野三山、湯ノ峯温泉、奈良

Ｃ 男性 50 代 湯ノ峯温泉 和歌山 個人 複数 熊野三山、湯ノ峯温泉 

Ｄ 女性(3人) 80,90 代 那智大社 大阪 ツアー 1 回 熊野三山、忘帰洞、湯ノ峯温泉

Ｅ 女性(2人) 20 代 那智大社 大阪 個人 複数 那智大社 

Ｆ 男女(6人) 20 代 那智大社 広島 個人 1 回 熊野三山 

Ｇ 男女(5人) 20 代 大門坂 大阪 ツアー 1 回 熊野三山、川湯温泉 

Ｈ 男性(2人) 60 代 那智勝浦 大阪 個人 2 回 熊野三山、串本 

表 1 観光客への聞き取り結果 
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写真 1 夫婦スギ(2008 年 8 月 29 日 大門坂 筆者撮影） 

 
 

 

写真 2 つぼ湯(2008 年 8 月 28 日 湯ノ峯温泉 筆者撮影） 
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6. 考察 
 
 熊野には南紀州の名産の梅干、那智勝浦で

獲れる海産物類、特産のみかんなどを利用し

た菓子類といった土産物が存在していた。土

産物のもつ地域アピールとその重要性を検討

してみよう。 
羽田(1999)は、土産物のキーポイントを地

域のオリジナリティと地域の日常的な支持と

している。地域のオリジナリティとは原材料

が地域の特産品、生産･加工技術が独自のもの

など、さまざまな据え方ができるとされ、地

域の日常的な支持とは消費者が日常味わって

いるものの、なかなか本当の味や美味しさに

触れる機会がない食べ物と、当該地域の自然

風土や歴史的な特色、生活文化をイメージさ

せる、あるいは表現したものとしている。つ

まりこの二つのキーポイントを満たす土産物

が観光地には必要となる。 
熊野の土産物が地域のオリジナリティと日

常的な支持というふたつのキーポイントを満

たしているのかを考えてみよう。地域のオリ

ジナリティに関する土産品を考えるとそのひ

とつに｢那智黒｣が挙げられる。那智黒に使わ

れている黒糖は、沖縄県の奄美大島の指定農

園から仕入れた黒糖を使っている。原材料に

ついては地域の特産品ではない。しかし、那

智黒は明治時代から創業以来100年間独自の

製法で黒飴を作っている。長年にわたり地域

に密着し、独自の製法で作り上げていること

から、那智黒は地域のオリジナリティと考え

ることができる。ほかには地元地域の特産品

である梅やみかんを利用した菓子類や加工品

も他地域では真似できないことから地域のオ

リジナリティと考えられる。 

次に地域の日常的な支持を考えると、熊野

の土産品にはその特徴を満たした土産品が見

られる。まず消費者が日常味わっているもの

の、なかなか本当の味や美味しさに触れる機

会がない食べ物としては、｢梅干｣が挙げられ

る。梅干は日本各地で食べえることができる

が、中国産の安価な梅が市場に多く流通して

いる。しかし、「本当の味や美味しさ」の梅干

といえば南紀の特産品である南高梅が挙げら

れる。さらに梅干は南紀の自然風土を表現し

たものでもある。梅干のほかにも和歌山県産

特産の｢みかん｣も地域の自然風土をイメージ

し、表現しているとされる。また那智勝浦で

獲られる魚介類も自然風土や生活文化をイメ

ージさせるものである。その中でも｢くじらの

肉｣はかつて捕鯨が盛んであった地域の歴史

も表現していると理解できるだろう。 
 人々が支持するとされる食べ物の土産品で、

熊野の土産品にはキーポイントである地域の

オリジナリティと地域の日常的な支持の二点

を満たした土産品がしっかりと存在している。

他の地域とは異なる、熊野地域に深く根ざし

ている独自の土産品は、熊野地域の魅力を伝

えることができる。 
 しかし、熊野地域の土産店においても｢レー

ル物｣の存在が確認された。土産品のパッケー

ジだけを変えて売られている｢レール物｣が進

出した背景として考えられることは、和歌山･

三重・奈良の教育委員会の許可を得ないと使

用できない｢紀伊山地と霊場と参詣道｣のシン

ボルマークと異なり、パッケージに｢世界遺

産｣や｢熊野古道｣と表示することに対して規

制がないからであろう。 
 土産は｢土産品｣だけでなく、旅行先での体

験を話す｢土産話｣も土産とされる。鍛冶

(2006)は、江戸時代において、情報の伝達手

段が未発達だったため、土産話は重要な情報

伝達の手段だったと指摘している。インター

ネットやマスコミなど情報伝達手段が発達し

た現在では、土産話の重要性は低下しただろ

う。しかし、知人から旅行先の地域のことを

直接聞くことができる土産話は、インターネ

ットなどの情報よりも信頼性があるように思

われる。その点を考慮すると土産話は、現代

においても重要な情報伝達手段と考えられる。 
旅行先が独自の地域であれば、観光者に貴

重な体験をさせることができる。土産品と同

様にどの地域に行っても話せるレール物のよ

うな土産話よりも地域の特異性、つまり他の

地域には見られない歴史や文化、自然などを

体験した土産話が話し相手には好まれる。独

自の土産話をできるかには、訪れた観光地で

独自の体験ができるかが重要となる。 
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 観光客への聞き取り結果からわかるように、

熊野地域では他の地域とは異なる貴重な自然

や歴史、文化を体験することができる。独自

の体験は土産話の元となるものである。聞き

取りを行った人の中には、｢いい話ができる｣

と喜んでいる人がいたが、貴重な体験をした

人は熊野地域の独自性を感じているにちがい

ない。貴重な体験をした人は、熊野の魅力を

伝える土産話をし、地域のアピールをしてい

く働きがあると考えられる。 
 熊野地域には、｢地域資源｣となるものが豊

富にあるように考えられる。世界遺産に登録

された那智三山をはじめ、数多くの歴史遺産

があること、そして、自然に囲まれた古道を

歩くことや、世界遺産に初めて登録された温

泉の存在など、熊野地域の｢地域資源｣と捉え

られるだろう。丸山(2008)はインフラが整い、

顧客を魅了する地域ブランドを創造すること

をきっかけとして、多くの観光客を導くこと

も不可能ではないと述べている。 
 熊野には地域ブランドを形成する資源が多

く存在するため、観光客を導くきっかけは十

分ある。インフラの整備により熊野古道の魅

力をアピールすることが可能だと考えられる

が、熊野には「すみ」といった意味があり、

意味の通り熊野は時間をかけて訪れる場所と

いう地域性があると思われる。熊野での一概

にインフラ整備を推し進めることは多くの人

に訪れてもらえる期待もできるが、熊野の地

域性が損なわれてしまう恐れもある。熊野に

おいてインフラ整備の必要性があるのかどう

かは考える余地があるだろう。 
 
 
7. おわりに 

 
熊野古道周辺の土産品についての調査を実施

した結果をもとに、熊野の地域性について述

べた。熊野における土産物は地域の自然によ

って作られる梅やみかん、その加工品、海産

物などが多く存在した。伝統的な菓子の那智

黒などがあり、熊野の土産品を土産品のキー

ポイントである地域のオリジナリティと地域

の日常的な支持に照らし合わせた結果、熊野

周辺地域の土産品は他の観光地にはない地域

性があることがわかった。 
 同じ土産でも｢土産話｣についても聞き取り

調査をもとに熊野地域の独自性が明らかにな

った。かつて熊野詣で賑わい、多くの人びと

が通った熊野古道を自らの足で歩き参詣し、

貴重な歴史を体験できる。世界遺産の登録地

域であり、熊野三山や熊野古道が存在するほ

かにも、湯ノ峰温泉の存在など独自の地域が

形成されている。聞き取り調査によって、熊

野で貴重な体験をしたと答えた観光客がいた

ことから、熊野地域には土産話の素材になる

体験が多くできる地域とわかった。 
 熊野古道へ行くための交通の便は、他の観

光地に比べると不便である。しかし、蟻の熊

野詣で賑わい、何十日から何ヶ月もかけて身

分や性別にかかわらず多くの人が参詣をした

熊野詣の名残が、現在の交通の不便さ、時間

をかけて古道や神社を巡るという点に特出し、

一種の不便さが昔のように時間をかけて巡る

熊野の魅力とも考えられる。 
 熊野古道が世界遺産登録されてからまだ数

年しか経っておらず、今後の観光地化による

交通網の整備が進み、観光客の数が増えたと

すると、土産物の需要が拡大する可能性があ

る。それにより、他の地域で多く見られる｢レ

ール物｣商品の増加による熊野古道の商業化

が懸念される。その際、現在の熊野の地域性

を保ち続けることができるかが問題となる。 
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